
に
大
衆
の
御
教
導
御
協
力
を
切
望
し
て
調
査
の
一
端
を
述
べ
第
三

十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
次
第
で
あ
る
。
・
多
謝

妙
顕
寺
は
大
覚
妙
実
の
時
、
勅
命
を
受
け
て
延
文
三
年
（
一
三

五
八
）
祈
雨
を
行
な
い
、
こ
れ
に
依
っ
て
三
祖
に
菩
薩
号
を
贈
ら

れ
た
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
後
醍
醐
天
皇
よ
り
勅
願
寺
の
論

旨
を
受
け
た
妙
顕
寺
は
、
南
北
朝
期
に
入
る
と
北
朝
よ
り
祈
願
所
、

足
利
将
軍
よ
り
も
祈
願
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
武
と

の
接
触
の
流
れ
の
中
で
の
一
つ
の
峰
と
も
言
え
る
の
が
三
祖
菩
薩

号
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
勅
願
寺
、
将
軍
家
祈
願
所
に
つ

い
て
概
観
し
次
で
三
祖
菩
薩
号
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
小
考
を

加
え
て
み
た
い
。

笠
原
一
男
氏
は
『
真
宗
教
団
展
開
史
』
の
中
で
、
勅
願
寺
の
性

格
と
は
、
宗
派
の
区
別
な
く
、
国
家
の
泰
平
を
祈
る
こ
と
が
義
務

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
勅
願
寺
と
す
る
為
に
建
立
さ
れ

三
祖
菩
薩
号
を
め
ぐ
っ
て

糸
久
宝
賢

た
も
の
と
、
建
立
後
勅
願
寺
と
な
る
も
の
の
二
種
が
あ
り
、
何
を

天
皇
の
勅
願
寺
と
い
う
こ
と
が
定
ま
っ
て
お
り
、
代
々
の
天
皇
に

よ
っ
て
安
緒
さ
れ
る
と
い
う
。
妙
顕
寺
は
建
立
後
勅
願
寺
と
な
っ

た
が
、
安
緒
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
妙
顕
寺

に
残
さ
れ
る
院
宣
、
輪
旨
、
御
教
書
等
は
、
北
朝
、
足
利
家
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
南
北
朝
期
の
妙
顕
寺
が
北
朝
方
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）

二
月
二
十
五
日
の
後
円
融
天
皇
の
論
旨
で
は
「
代
を
勅
願
寺
」
と

し
て
そ
の
存
在
を
認
可
し
て
い
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
後
醍
醐
天
皇

以
後
の
歴
代
天
皇
（
光
明
、
崇
光
、
後
光
厳
）
が
安
緒
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
見
る
に
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
に
光
厳

上
皇
よ
り
祈
願
所
の
院
宣
を
受
け
た
の
を
始
と
し
て
、
貞
治
五
年

（
一
三
六
六
）
後
光
厳
天
皇
、
永
和
四
年
に
先
述
の
後
円
融
天
皇
、

更
に
後
、
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
後
小
松
天
皇
よ
り
論
旨
を
受

け
て
い
る
。
光
厳
上
皇
の
時
は
、
光
明
、
崇
光
二
天
皇
が
在
位
し

て
い
る
が
上
皇
の
院
宣
と
し
て
新
た
に
北
朝
の
祈
願
所
に
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
日
像
寺
主
の
時
で
あ
る
。
大
覚
の
時
は
三

千
万
部
の
法
華
経
読
調
を
要
請
す
る
も
の
等
で
、
安
緒
を
示
す
も

の
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
朗
源
に
寺
主
が
代
る
と
後
光
厳

天
皇
は
安
緒
の
輪
旨
を
下
し
、
通
源
の
代
に
は
、
後
円
融
、
後
小

松
両
天
皇
よ
り
安
緒
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ

（343）



ら
の
事
か
ら
、
妙
顕
寺
で
は
、
天
皇
が
代
っ
た
時
、
寺
主
が
代
っ

た
時
に
安
緒
が
下
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
期
を
通
し
て
北
朝
の
勅

願
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
武
家
の
祈
願
所
に
つ
い
て
も

笠
原
氏
は
勅
願
寺
に
比
し
て
精
神
的
優
越
の
面
で
は
劣
る
も
の
の

経
済
的
特
典
、
武
力
を
背
景
と
し
た
実
行
力
の
点
で
は
劣
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
時
期
は
武
家
が
行
動
面
に

於
け
る
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
一
方
の
棟
梁
と
も
言
え
る
足

利
将
軍
家
の
祈
願
寺
で
あ
る
こ
と
の
実
効
は
多
大
で
あ
ろ
う
。
妙

顕
寺
は
光
厳
上
皇
の
院
宣
に
先
立
つ
建
武
三
年
足
利
尊
氏
よ
り
祈

願
寺
と
さ
れ
、
義
詮
も
「
任
二
先
例
一
」
と
安
緒
を
下
し
て
い
る
。

尊
氏
、
義
詮
が
下
し
た
甲
乙
人
乱
入
停
止
の
御
教
書
は
動
乱
さ
め

や
ら
ぬ
洛
中
に
あ
っ
て
有
力
な
外
護
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
公
武
と
の
接
触
が
三
祖
菩
薩
号
贈
官
の
基
調
を
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

さ
て
延
文
三
年
の
祈
雨
に
先
立
つ
延
文
二
年
、
後
光
厳
天
皇
は

妙
顕
寺
に
三
千
万
部
の
法
華
経
読
調
を
要
請
し
、
将
軍
義
詮
も
こ

れ
に
一
見
を
加
え
て
妙
顕
寺
に
御
教
書
を
下
し
た
。
こ
れ
は
一
年

余
に
亘
っ
て
行
わ
れ
、
妙
顕
寺
は
「
四
海
唱
導
」
の
称
を
受
け
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
三
千
万
部
読
諦
と
祈
雨
の
功
験
を
併
せ

賞
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
妙
顕
寺
の
北
朝
政
権

に
対
す
る
貢
献
に
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
「
四
海
唱
導
」
「
三

祖
菩
薩
号
」
と
い
っ
た
一
種
権
威
的
な
事
項
も
前
述
の
如
き
背
景

か
ら
表
出
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
祈
雨
・
三
祖
僧
官
の
事
実
、
年

に
つ
い
て
は
『
日
蓮
教
団
全
史
』
に
於
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
異
説
を
二
点
挙
げ
る
と
、
蓮
華
日
題
の
『
中
正
論
』

で
は
文
和
元
年
に
祈
雨
が
行
な
わ
れ
た
と
し
、
叉
『
備
中
誌
』
で

は
三
祖
僧
官
の
事
実
は
無
い
と
し
て
い
る
。
『
中
正
論
』
で
は
文

和
元
年
六
月
二
十
五
日
を
後
光
厳
院
の
御
宇
と
し
て
い
る
が
、
後

光
厳
院
は
六
月
の
時
点
で
は
即
位
し
て
お
ら
ず
、
文
中
に
「
大
覚

僧
正
」
と
あ
る
も
の
の
、
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
の
頃
で
さ
え

僧
都
で
あ
る
か
ら
こ
の
記
述
は
あ
た
ら
な
い
。
又
、
『
備
中
誌
』

に
つ
い
て
は
延
文
四
年
に
系
る
比
企
谷
日
輪
の
返
報
に
「
先
師
聖

人
贈
官
之
事
」
と
記
さ
れ
る
に
依
っ
て
そ
の
説
の
誤
り
が
示
摘
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

妙
顕
寺
の
開
創
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
動
向
を
見
る
時
、

新
興
の
商
工
人
、
山
陽
の
法
華
宗
と
い
っ
た
信
者
層
と
の
関
連
が

浮
上
す
る
が
、
今
述
べ
た
よ
う
な
政
権
者
と
の
交
渉
も
、
そ
の

一
側
面
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
は
動
乱
と
い
う
政
治
的
な
状
況

に
、
妙
顕
寺
も
無
関
係
で
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の

で
あ
る
。
（
註
略
）
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